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マーク 警 告 内 容

危険 誤った取扱いをしたときに死亡や重傷などに結びつく可能性があるもの

警告
誤った取扱いをしたとき、軽傷または中程度の傷害を負う可能性がある危険

な
状況があるもの

注意 誤った取扱いをしたとき、軽傷または家屋・家財などの物的損害に結びつく
もの

指示 誤った取扱いをしないよう、製品の操作に関するいくつかの方法を提供する
もの

1. はじめに （ご使用の前に必ずお読みください）

1.1 取扱説明書について

1.2 本文中の記号について
（誤った取扱いをする際に生じる危険とその程度は、次の表示マークを注視して下さい）

1.3 安全に関する注意事項

危険

 この取扱説明書には、重要な安全上の指示が含まれています。 今後の設置・参考のために、このマニュ
アルを熟読し、いつでも取り出しできるよう保管しておいてください。

 このインバータを設置する場合は、設置地域の条件や規制に必ず準拠してください。
 高電圧を発生しますので注意してください。 感電を避けるため、設置前および設置中は各電源のスイッ

チを必ずオフにして作業してください。
 このインバータを最適に動作させるために、必要な仕様に従い、適切なケーブル サイズと必要な保護装

置を選択してください。
 このインバータを最適に動作させるために、必要な仕様に従って、適切なケーブル サイズと必要な保護

装置を選択してください。
 インバータが作動中は、故障の原因になりますので、いかなる接続も接続や切断しないでください。
 インバータ運転中は端子カバーを開けないでください。
 インバータが十分に接地されていることを確認してください。
 AC 出力と DC 入力を短絡させないでください。
 このインバータが負荷の唯一の入力電源であることを確認してください。損傷を避けるため、他の入力

AC 電源と並列に使用しないでください。
 凍結したバッテリーを充電しないでください。
 子供がインバータに触れたり、誤った取り扱いをしないようにしてください。
 このインバータが負荷の唯一の入力電源であることを確認してください。
損傷を避けるために、他の入力 AC 電源と並列に接続してください。

• このマニュアルには、以下の製品に関する重要な情報、ガイドライン、操作および
メンテナンスが含まれています：SPI シリーズ 8K-U，10K-U

• 設置およびメンテナンスはマニュアルに従い作業をしていただく必要があります。
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2. 設置上の指示
2.1 指示

太陽光発電

バッテリーの充電

エネルギー消費

バッテリーの放電

時間

ユーティリティ充電 自家消費ソーラー

2.2 特徴

SPIシリーズは、太陽エネルギー貯蔵とユーティリティ充電およびエネルギー貯蔵、AC正弦波出力を統合し
た新しいタイプの太陽エネルギー貯蔵インバーター制御インバーターです。 DSP 制御を採用し、高度な制
御アルゴリズムによる高い応答速度、信頼性、および業界標準を備えています。

• 鉛蓄電池とリチウムイオン電池の接続をサポートします。
• • リチウム イオン バッテリーが休止状態のときのデュアル アクティベーション機能付き。 主電源/光

起電電源へのアクセスのいずれかが、リチウム イオン バッテリーの起動をトリガーする可能性があり
ます。

• 分相および単相の純粋な正弦波出力をサポートします。
• 各種 100Vac、105Vac、110Vac、および 120Vac の 4 つの異なる電圧レベルをサポートします。
• 2 つのソーラー入力と、2 つのソーラー最大電力充電/容量機能の同時追跡をサポートします。
• 1 つの回路で 99.9% の効率と最大 22A の電流を実現するデュアル MPPT は、高出力モジュールに完

全に適合します。
• 4 つの充電モードが利用可能です: ソーラーのみ、主電源優先、ソーラー優先、主電源/PV 混合充電。
• タイムスロット充放電設定機能により、主電源充電のカットイン/カットアウトの時間を設定したり、

バッテリー放電と主電源バイパス電源モードの間の時間を切り替えることができます。
• 無負荷時のエネルギー損失を抑える省エネモード機能。
• 商用バイパスとインバータ出力の 2 つの出力モードを備え、無停電電源装置機能を備えています。
• LCD 大画面ダイナミック フロー ダイアグラム デザイン、システム データと動作状態を理解しやすい

。
• 完全な短絡保護、過電流保護、過電圧保護、過負荷保護、バックフィル保護などによる 360° 保護。
• CAN、USB、および RS485 通信をサポートします。

4
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2.3、システム接続図

5

本製品のシステム適用シナリオを下図に示します。 完全なシステムは、次のコンポーネントで構成さ
れています。

• PV モジュール: 光エネルギーを DC エネルギーに変換します。DC エネルギーは、インバーター経
由でバッテリーを充電するために使用するか、直接 AC 電力に変換して負荷に供給することができ
ます。

• ユーティリティ グリッドまたは発電機: AC 入力に接続すると、負荷への給電とバッテリーの充電
を同時に行うことができます。 また、バッテリーと PV モジュールが負荷に電力を供給している場
合、システムは通常、主電源や発電機なしで動作することもできます。

• バッテリー: バッテリーの役割は、太陽エネルギーが不十分で主電源がない場合に、システム負荷
の定期的な電力供給を確保することです。

• 家庭用負荷: 冷蔵庫、ランプ、テレビ、扇風機、エアコン、およびその他の AC 負荷を含む、家庭
用およびオフィス用のさまざまな負荷を接続できます。

• インバーター: システム全体のエネルギー変換デバイス。 実際のアプリケーション シナリオによっ
て、特定のシステム配線方法が決まります。
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2.4、製品概要

6

1 LCD スクリーン 2 LED Indicators 3 タッチ可能キー

4 ON/OFF スイッチ 5 PV 入力 (1/1) 6 BAT 入力 (+)

7 BAT 入力 (-) 8 ドライ接点 9 CAN/RS485-2 ポート

10 RS485-1 ポート 11 USB-B ポート 12 アース接点

13 AC 出力 (L+L+N) 14 AC 入力 (L+L+N) 15 交流入力ブレーカー
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3. インストール
3.1 設置場所の選択

•

7

!

警告

注意

SPI シリーズは、屋内使用専用 (IP20) に設計されています。 場所を選択する前に、次の点を考慮して
ください。

• パワーコンディショナを設置するには、しっかりした壁を選択してください。
• インバータは目の高さに取り付けてください。
• インバータには十分な放熱スペースを確保してください。
• 最適な動作を保証するために、周囲温度は -10~55℃ (14~131℉) の間である必要があります。

 可燃物の近くにインバータを設置しないでください。

 爆発の可能性がある場所にインバータを設置しないでください。

 限られたスペースに鉛蓄電池を搭載したインバータを設置しないでください。

 インバータを直射日光の当たる場所に設置しないでください。

 湿度の高い環境でインバータを設置または使用しないでください。
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3.2 インバーターの取り付け
指定された寸法に従って、電動ドリルで壁に 4 つの取り付け穴を開け、上に 2 つの拡張ネジを挿入し、下に
2 つの M5 ネジでインバータを固定します。

3.3 端子カバーと防虫ネットを外す

8

マイナスドライバーで端子保護カバーと防虫ネットを外します。

防虫ネット

端子カバー

空気の質が悪い場所でデバイスを使用すると、ダスト スクリーンが空気中の粒子で簡単に塞がれます。
ダスト スクリーンを定期的に取り外して清掃し、インバーターの内部空気流量に影響を与えないように
してください。過熱保護障害 (19/20 障害) が発生し、電源の使用とインバーターの寿命に影響を与える可
能性があります。
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4. 接続上の注意
4.1 接続概要

•分相始動電動モード（初期値）

AC 出力 V+

L1 L2

0 T

V-

• 単相モード

AC 出力 V

L1◌ L

0 T

V

L1&L2 並列接続

指示
 ユーザーは、セットアップ メニューで出力フェーズ モードと出力電圧を変更できます。 5.2 設定

の章をお読みください。

 出力位相モードはパラメータ 39 に対応し、オプションが 180 の場合は分相を示し、オプションが
0 の場合は単相を示します。

 出力電圧はパラメータ 38 に対応し、出力電圧は 100V から 120V まで設定できます。

9

項目 概要

適用機種 SPI シリーズ U モデル

出力電圧範囲（L-N） 100～120Vac, 120Vacの初期値

項目 概要

適用機種 SPI シリーズ U モデル

出力電圧範囲（L-N） 100～120Vac, 120Vacの初期値
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4.2 ケーブルとサーキットブレーカの必要性
• PV 入力

• AC 入力

最大入力電流機種 出力モード 図解 ケーブル直径 サーキット
ブレーカー仕様

63A(L1/L2/N) 3P-63A分相
L1 L2 N

SPI-8K-U

63A(L1/L2)
126A(N)

2P-125A

単相

L1 と L2 は同相

63A(L1/L2/N) 3P-63A

L1 L2 N

SPI-10K-U

63A(L1/L2)
126A(N)

2P-125A

L1 と L2 は同相

• バッテリー

12

分相

単相

機種 ケーブル直径 最大バッテリー電流 サーキットブレーカー
の仕様

SPI-8K-U 34mm²/ 2 AWG 180A 2P-200A

SPI-10K-U 42mm²/ 1 AWG 220A 2P-250A

機種 ケーブル直径 最大PV入力電流値 サーキットブレーカー
の仕様

SPI-8K-U 5mm²/ 10 AWG 22A 2P-25A

SPI-10K-U 5mm²/ 10 AWG 22A 2P-25A
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• AC 出力

最大出力電流機種 出力モード 図解 ケーブル直径

42A (L1/L2/N) 3P-63A

L1 L2 N

SPI-8K-U

42A (L1/L2)
84A(N)

2P-125A

3P-63A

L1 と L2 は同相

63A (L1/L2/N)
L1 L2 N

SPI-10K-U
63A (L1/L2)

126A(N)
2P-125A

L1 と L2 は同相

13

サーキット
ブレーカー仕様

• PV入力、AC入力、AC出力

1. ケーブルの絶縁体をニッパーで6～8mm剥き、配線の被
覆を剥きます。

2. ケーブルの端にフェルール端子を固定します。 （フェ
ルールはお客様でご用意いただきご利用ください。）

• バッテリー

1. ニッパーを使用して、ケーブルの 6 ～ 8 mm の絶縁を取
り除きます。

2. ケーブルの端にボックスを供給するケーブルラグを固定
します

分相

分相

単相

単相
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4.3 AC 入出力の接続
下図に示すケーブルの位置と順序に従って、活線、中性線、アース線を接続します。

!

• AC 入力と出力を接続する前に、感電の危険を避けるために回路ブレーカーを開く必要があ
り、電気で操作しないでください。

• 使用するケーブルが要件を十分に満たしていることを確認してください。細すぎるケーブル
や品質の悪いケーブルは、重大な安全上の問題となります。

4.4 バッテリー接続
下の図に従って、バッテリーのプラスとマイナスのケーブルを接続します。

• バッテリーを接続する前に、感電の危険を避けるために回路ブレーカーを開く必要があり、
電気で操作しないでください。

• バッテリのプラスとマイナスの端子が正しく接続されていることを確認し、逆にしないと、
インバータが損傷する可能性があります。

• 使用するケーブルが要件を十分に満たしていることを確認してください。細すぎるケーブル
や品質の悪いケーブルは、重大な安全上の問題となります。

14

危険

危険
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4.5 PV接続
下の図に従って、PV の 2 つのストリングの正と負のワイヤを接続します。

• PV を接続する前に、感電の危険を避けるために回路ブレーカーを開く必要があり、電気で操作
しないでください。

• 直列の PV モジュールの開回路電圧がインバーターの最大開回路電圧を超えないようにしてくだ
さい。

（SPI シリーズでは 500V です）インバータが破損する恐れがあります。

4.6 ドライ接点（無電圧接点）
小さいドライバーを使用して矢印の方向に押し戻し、通信ケーブルをドライ ジャンクション ポートに挿入し
ます。 (通信ケーブル径 0.2~1.5mm²)

15

!危険
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4.7 アース接続
接地端子が接地バーに接続されていることを確認してください。

• 接地ケーブルの直径は 4 mm² 以上で、接地点のできるだけ近くに配置する必要があります。

4.8 最終組み立て

配線の信頼性と配線順序が正しいことを確認したら、端子保護カバーを取り付けます。

4.9 インバータの起動

16

!注意

• Step 1： バッテリーの回路ブレーカーを閉じます。

• Step 2： インバーターの底部にロッカースイッチを押し、画面とインジケーターが点灯し、インバータ
ーがアクティブになっていることを示します。

• Step 3： PV、AC入力、AC出力の回路ブレーカーを連続してクローズします。

• Step 4： 電力の順に、少量から大規模に1つずつ負荷を開始します。
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5. 操作
5.1 操作・表示パネル
以下の操作および表示パネルには、1 つの LCD 画面、3 つのインジケータ、4 つのタッチ可能なキ
ーが含まれます。

LCD スクリーン

LEDインジケーター

操作ボタン

17
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• 操作ボタン

• LED インジケータ

18

インジゲーター LEDライト 説明

AC/INV グリーン
ランプ表示: ユーティリティ グリッド バイパス出力

フラッシュ：インバーター出力

CHARGE イエロー
ランプ表示：充電完了

フラッシュ: 充電中

FAULT レッド フラッシュ：エラー発生

インジゲーター 説明

設定メニューを選択/ログアウト

次の選択

最後の選択

設定メニューで選択を確定

File version: V1_KU



• 表示パネル

アイコン 説明 アイコン 説明

PV パネルを表示 ユーティリティ グリッド
を表示

バッテリーを表示 発電機を表示

電力会社の接続を表示インバーターが動作して
いることを表示

インバータがデータコレクタ
と通信していることを表示

ブザーがミュートされて
いることを表示

エネルギーの流れの方向を表示

インバータがスタンバイ状態

エラーが発生したことを表示

インバータが正常に動作
していることを表示

設定を表示

19
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アイコン 説明 アイコン 説明

負荷電力表示 80%~100% バッテリーの充電表示80%~100%

負荷電力を表示 60%~79% バッテリーの充電表示60%~79%

バッテリーの充電表示40%~59%

バッテリーの充電表示20%~39%

バッテリーの充電表示5%~19%

バッテリーの放電を表示

負荷電力を表示 40%~59%

負荷電力を表示 20%~39%

負荷電力を表示 5%~19%

バッテリーの低電圧を表示

過負荷を表示 BMS 障害表示

システム通信エラーを表示 システムの低電圧を表示

システムの温度低下を表示システムの過電圧を表示

システム過熱を表示

バッテリーフル充電表示

システム過電流を表示

ユーザー定義バッテリーを表示

密閉型鉛蓄電池を表示 浸水鉛蓄バッテリー電池を表示

ゲル鉛蓄電池を表示

LFP リチウムイオン電池を表示

三元リチウムイオンバッテリー
を表示

省エネモードを表示ECO
PVエネルギーが正常に発電して
いるこを表示

PVエネルギーがバッテリーを充電
していることを表示PV LOAD

AC CHG

PV CHG

MAIN
FIRST

AC エネルギーがバッテリーに充
電していることを表示

インバータ出力モードが主電源
優先であることを表示

SOLAR
FIRST

インバータ出力モードがバイパ
スであることを表示

インバータ出力モードがソーラ
ー優先であることを表示BYPASS

BATT インバータ出力モードがバッテ
リファーストであることを表示FIRST

20
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• リアルタイム データを表示
メイン画面でUP / DOWNキーを押すと、運転中のインバータのリアルタイムデータが表示されます。

UP/DOWN

リアルデーター

21

リアルタイムのデーターメイン画面

指示

Page PVサイド バッテリー 交流AC 負荷 一般

1 太陽光発電電圧 バッテリー電圧 交流電圧 単相電圧 現在の時刻

2 太陽光発電電流 バッテリー電流 交流電流 単相電流 今日の日付

3 太陽光発電 バッテリー電圧 AC充電総電力 単相有効電力 PV 合計 kWh

4 今日の太陽光発電量
kWh バッテリー電流 今日のAC充電kWh 単相皮相電力 負荷合計 kWh

5 PV ヒートシンク温度 インバータ ヒートシンク
温度 交流周波数 交流出力周波数 RS485アドレス

6 PV定格電圧 バッテリー定格電圧 バスパー電圧 AC出力定格電力 ソフトFバージョ
ン

7 最大 PV 充電電流 最大バッテリー充電電流 最大AC充電電流 AC出力有効電力の合計 /

8 / 総交流出力皮相電力 /
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5.2 セッテイング

22

告知

UP/DOWN

UP/DOWN

セットアップメニューENTERメインスクリーン パラメータを表示

パラメータの編集

パラメータ設定

パラメータの確認

SET

SET

ENTER

ENTER

パラメータ ID パラメータオプション

ID パラメータの意味 オプション 説明

00 ログアウト ESC 設定メニューを終了

01 AC出力ソースの
優先度

UTI 規定値

ユーティリティが最優先で、ユーティリティと
ソーラーは、ソーラーが利用可能なときに同時に
負荷に電力を供給します。バッテリは、ユーティ
リティ電力が利用できない場合にのみ負荷に電力
を供給します。

SbU
太陽光発電とバッテリーが最優先です。太陽光発
電が利用できず、バッテリー電圧がパラメーター
[04] 値を下回っている場合、ユーティリティは負
荷に電力を供給します。

SOL
太陽光発電が最優先です。太陽光発電が利用でき
ず、バッテリー電圧がパラメーター [04] 値を下
回っている場合、ユーティリティは負荷に電力を
供給します。

02 交流出力周波数
50.0 AC 出力周波数は、バイパス モードで適応型ユー

ティリティ周波数になります。それ以外の場合、
出力はプリセット値に従います。60.0 規定値
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ID パラメータの意味 オプション 説明

03 AC 入力電圧範囲
UPS 規定値

出力範囲が120/110Vの場合、入力電圧範囲は
90~140V

APL 出力範囲が100/105Vの場合、入力電圧範囲は
85~140V

04
商用電源へのバッ
テリ スイッチの
電圧ポイント

43.6 規定値

パラメータ 1= SBU=SOL の場合、バッテリ電圧
がプリセット値を下回ると、出力ソースがバッテ
リからユーティリティに切り替わります。 設定
範囲：40～60V

05
商用スイッチから
バッテリへの電圧
ポイント

56.8 規定値
パラメータ 1=SBU/SOL の場合、バッテリ電圧が
設定値を超えると、出力ソースは商用電源からの
バッテリに切り替わります。 範囲:40~60V

06 バッテリー充電
モード

SNU 規定値

ソーラーと電力会社がバッテリーを同時に充電、
ソーラーが最優先、ソーラー電力がない場合は補
助として商用電力十分です。通知: バイパスモー
ドでのみバッテリーを同時に充電するソーラーと
ユーティリティ。反転回路が動作している場合は、
ソーラー充電のみを使用できます。

CUb
ユーティリティは充電の最優先事項であり、ソー
ラーはユーティリティが利用できない場合にのみ
バッテリーを充電します。

CSO
ソーラーは充電の最優先事項であり、ユーティリ
ティはソーラーが利用できない場合にのみバッテ
リーを充電します

0S0 バッテリーの充電はソーラーのみ。

07 バッテリー充電電
流 60 規定値

SPI-8K-U 電流設定範囲：0～180A

SPI-10K-U電流設定範囲：0～200A

08 バッテリー種類

USER ユーザー定義、ユーザーはすべてのバッテリーパ
ラメーターを設定できます。

SLd 密閉型鉛蓄電池

FLd 浸水した鉛蓄電池

GEL 規定値 ゲル鉛蓄電池

L14/ L15/ L16 LFP リチウム イオン バッテリー、L14¥L15¥L16 
は直列のバッテリー セル数に対応します。

N13/ N14 三元リチウムイオン電池

09 バッテリーのバル
ク充電電圧 57.6 規定値

設定範囲：48V～58.4V、クリック毎に0.4V、電
池種別がUSER、L14/15/16、N13/14の場合のみ
パラメータ設定可能

10 バッテリー一括充
電遅延時間 120 規定値

バルク充電時、電池電圧がパラメータ09の値に
達した時間を表示、設定範囲：5min～900min、
クリック毎の刻みは5min、電池種別がUSERで
L14/15/16、N13/14の場合のみパラメータ設定
可能

23
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ID パラメータの意味 オプション 説明

11 バッテリーフロー
ト充電電圧 55.2 規定値

設定範囲: 48V~58.4V、パラメータは BMS 通信が
成功した後にのみ設定できません。

12 バッテリ過放電電
圧 (遅延オフ) 42 規定値

バッテリー電圧がこの電圧点を下回り、パラメー
ター 13 の値に達すると、インバーター出力がオ
フになります。 L14/15/16、N13/14

13 バッテリー過放電
電圧遅延時間 5 規定値

過電圧経過で電池電圧がパラメータ12の値に達
した時間を表示します。 設定範囲：5s～50s、1
クリック刻み5s、電池種別がUSERで
LFP14/15/16、NCM13/14の場合のみパラメータ
設定可能

14 バッテリー不足電
圧アラーム 44 規定値

バッテリー電圧がこの電圧ポイントを下回ると、
アラームが画面とインジケーターに表示されます。
設定範囲：40V～52V、クリック毎に0.4V、電池
種別がUSER、L14/15/16、N13/14の場合のみパ
ラメータ設定可能

15 電圧制限電圧未満
のバッテリー 40 規定値

バッテリ電圧がこの電圧ポイントを下回ると、イ
ンバータ出力はすぐにオフになります。 設定範
囲は40V～52V、クリック毎に0.4V、電池種別が
USERでL14/15/16、N13/14の場合のみパラメー
タ設定可能

16
バッテリー均等化
充電

dIS 均等充電を無効にします。

ENA 規定値

均等化充電を有効にします。パラメータはバッテ
リ タイプが FLd¥SLd¥USER の場合にのみ設定で
きます。

17 バッテリー均等化
充電電圧 58

設定範囲：48V～58V、クリック毎に0.4V、電池
の種類がFLd¥SLd¥USERの場合のみパラメータ
設定可能

18 バッテリー均等化
充電時間 120

設定範囲：5分～900分、クリック毎に5分刻み、
電池種別がFLd¥SLd¥USERの場合のみパラメー
タ設定可能

19 バッテリー均等化
充電遅延時間 120

設定範囲：5分～900分、クリック毎に5分刻み、
電池種別がFLd¥SLd¥USERの場合のみパラメー
タ設定可能

20 バッテリー均等化
充電間隔 30

設定範囲：0～30日、クリック毎の増分は1日、
電池種別がFLd¥SLd¥USERの場合のみパラメー
タ設定可能

21 バッテリー均等化
充電停止開始

dIS 規定値 均等化充電をすぐに停止します。

ENA すぐに均等化充電を開始

22 省エネモード

dIS 規定値 省電力モードを無効にする

ENA
省電力モードを有効にすると、負荷電力が 50W 
を下回ると、インバーター出力は 5 分遅れてオフ
になります。 負荷が50W以上の場合、インバー
タ自動再始動
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ID パラメータの意味 オプション 説明

23 過負荷再始動
dIS 過負荷が発生して出力がオフになると、マシンは

再起動しません。

ENA 規定値
過負荷が発生して出力がオフになると、マシンは
3 分遅れて再起動します。 累積時間が 5 に達する
と、マシンは自動的に再起動しません。

24 過熱再起動 dIS
過熱が発生して出力がオフになると、マシンは再
起動しません。

ENA 規定値
過負荷が発生して出力がオフになると、温度が下
がるとマシンが再起動します。

25 ブザーアラーム dIS ブザーアラームを無効にします。

ENA 規定値 ブザーアラームを有効にします。

26 電源切り替えリマ
インダー

dIS 入力電源の状態が変化したときの通知を無効にし
ます。

ENA 規定値
入力電源の状態が変化したときにリマインダーを
有効にします。

27
バイパスするイン
バータ過負荷ス
イッチ

dIS インバーターが過負荷の場合、バイパスへの切り
替えを無効にします。

ENA 規定値
インバーターが過負荷の場合、バイパスへの切り
替えを有効にします。

28 最大利用充電電流 60 規定値
SPI-8K-U、設定範囲：0～100A。

SPI-10K-U、設定範囲：0～120A.

30 RS485アドレス Id:1 RS485 アドレス設定範囲: 1~254。

34
フィードバック＆
ハイブリッド出力
機能

dIS 規定値 この機能を無効にします。

MIX LOD
パラメータ 1=UTI の場合、太陽エネルギーが
バッテリの充電に優先され、余分なエネルギーは
負荷に電力を供給するために使用されます。逆流
防止機能により、PV エネルギーはグリッドに
フィードバックされません

ON GRD
パラメーター 1=UTI の場合、バッテリーが満タ
ンまたは切断されたときに太陽エネルギーがグ
リッドにフィードバックされます。

35 バッテリー低電圧
回復ポイント 52 電圧がこの値を超えると、バッテリは低電圧保護

から放電を回復します。 設定範囲：44V～54V。

37 バッテリーのフル
充電電圧ポイント 52

バッテリーが満タンになると、インバーターは充
電を停止します。 バッテリ電圧がこの値を下回
ると、インバータは充電を再開します。 設定範
囲：44V～54V。

38 交流出力電圧 120 設定範囲：100/105/110/120Vac
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ID パラメータの意味 オプション 説明

39 AC 出力位相モード

0
0 は単相モードを表します。 パラメータ
38=120V とします。L1-L2 の位相差は 0 度、
L1/L2 は並列接続のため、L1-N/L2-N 間電圧は
120V です。出力 OFF 時のみ設定可能です。

180 規定値

180 は分割フェーズ モードを表します。 パラ
メータ 38=120V とすると、L1-L2 の位相差は
180 度であるため、L1-N/L2-N 電圧は 120V、
L1-L2 電圧は 120*2=240V となります。出力がオ
フの場合のみ設定可能です。

40 1スロット チャージ
開始 00:00:00 設定範囲：00:00:00-23:59:00

41 1スロット チャージ
終了 00:00:00 設定範囲：00:00:00-23:59:00

42 2スロット 充電開始 00:00:00 設定範囲：00:00:00-23:59:00

43 2スロット 充電終了 00:00:00 設定範囲：00:00:00-23:59:00

44 3スロット チャージ
開始 00:00:00 設定範囲：00:00:00-23:59:00

45 3スロット チャージ
終了 00:00:00 設定範囲：00:00:00-23:59:00

46 時間帯課金機能

dIS 規定値 この機能を無効にする

ENA
この機能を有効にすると、AC 出力ソースモード
が SBU に切り替わり、ユーティリティがバッテ
リーを充電し、ユーザーが設定した充電時間ス
ロットでのみ負荷を運ぶか、バッテリーが電圧不
足になります。

47 1スロット 放電開始 00:00:00 設定範囲：00:00:00-23:59:00

48 1スロット 排出終了 00:00:00 設定範囲：00:00:00-23:59:00

49 2スロット 放電開始 00:00:00 設定範囲：00:00:00-23:59:00

50 2スロット 排出終了 00:00:00 設定範囲：00:00:00-23:59:00

51 3スロット 放電開始 00:00:00 設定範囲：00:00:00-23:59:00

52 3スロット 排出終了 00:00:00 設定範囲：00:00:00-23:59:00

53
タイムスロット放
電機能

dIS 規定値 この機能を無効にします。

ENA
この機能を有効にすると、AC 出力ソースモード
が UTI に切り替わり、ユーザーが設定した放電
時間スロットでのみバッテリーが放電されます。
またはユーティリティは使用できません。

54 現地日時 00:00:00 年 /月 /日 設定範囲 : 00:01:01-99:12:31

55 現地時間 00:00:00 設定範囲 : 00:00:00-23:59:59
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5.3 AC出力モード

AC 出力モードは、パラメータ設定項目 01 と 34 に対応し、AC 出力電源を手動で設定できます。

• ユーティリティ優先出力01 UTI (規定値)

ユーティリティが最優先、ユーティリティとソーラーは、ソーラーが利用可能なときに同時に負荷に電力
を供給します。バッテリは、商用電力が利用できない場合にのみ負荷に電力を供給します。(優先度: ユー
ティリティ>ソーラー>バッテリ)

ユーティリティ有効

ユーティリティ停止

UTI モードでは、バッテリーに接続されていない場合、またはバッテリーが満タンの場合、ソーラ
ーとユーティリティが同時に負荷に電力を供給します (優先度: ソーラー>ユーティリティ>バッテリ
ー)。

バッテリーが切断されました バッテリーフル充電

ソーラーは最優先事項として負荷に電力を供給します。太陽光が十分でないか利用できない場合、負荷に
電力を供給するための補助としてユーティリティが使用されます。 このモードは、バッテリー電力を維持
しながら太陽エネルギーを最大化するため、電力網が比較的安定している地域に適しています (優先順位: 
ソーラー>ユーティリティ>バッテリー)。

十分な太陽光

太陽光不足

• インバータ優先出力 01 SbU
ソーラーは最優先で負荷に電力を供給します。ソーラーが不十分または利用できない場合、バッテリーは
負荷に電力を供給するための補助として使用されます。 バッテリ電圧がパラメータ 04 (ユーティリティへ
のバッテリ スイッチの電圧ポイント) の値に達すると、負荷に電力を供給するためにユーティリティに切
り替わります。このモデルは、DC エネルギーを最大限に活用し、グリッドが安定している地域で使用され
ます。 (優先度: ソーラー>バッテリー>ユーティリティ)

利用可能なバッテリー

バッテリー電圧不足

27

•ソーラーおよびユーティリティハイブリッド出力 34 MIX

•太陽光ソーラ優先出力 01 SOL
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5.4 バッテリー充電モード

充電モードは、パラメータ設定項目 06 に対応し、ユーザーが手動で充電モードを設定できます。

• ハイブリッド充電 SNU (default)
ソーラーとユーティリティを同時にバッテリーに充電し、ソーラーが最優先で、ソーラー電力が不十分な場
合はユーティリティ電力で補います。 これは充電する最速の方法であり、電力供給の少ない地域に適してお
り、顧客に十分なバックアップ電力を提供します。 (ソースの優先度: ソーラー>ユーティリティ)

十分なソーラー

ソーラー不足

• 公共電力優先 CUb
商用電源はバッテリーの充電を優先し、PV 充電は商用電源が利用できない場合にのみアクティブになりま
す (ソースの優先度: ユーティリティ>ソーラー)。

ユーティリティ有効

ユーティリティ停止

•ソーラー優先充電 CSO
ソーラー優先充電。ソーラーが故障した場合にのみユーティリティ充電が有効になります。 日中は太陽光発
電をフル活用し、夜間は商用充電に切り替えることでバッテリー電力を維持できるため、系統が比較的安定
しており、電気料金が割高な地域での用途に適しています。 )

•ソーラー充電のみOSO
ソーラー充電のみで、主電源充電は作動しません。 これは最もエネルギー効率の良い方法で、バッテリーの
電力はすべて太陽エネルギーから供給され、通常は良好な放射条件の地域で使用されます。

28

十分な太陽光

太陽光充電失敗
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5.5 タイムスロット充放電機能
SPIシリーズにはタイムスロット充電および放電機能が装備されており、ユーザーは地域のピーク料金と谷料金
に応じて異なる充電および放電期間を設定できるため、商用電力とPVエネルギーを合理的に使用できます。

主電源が高価な場合、バッテリ インバータが負荷を運ぶために使用されます。 幹線電力が安い場合、幹線電力は
負荷と充電を運ぶために使用されます。これにより、顧客は電気料金を最大限に節約できます。

ユーザーは、セットアップ メニュー パラメータ 46 および 53 でタイム スロット充放電機能をオン/オフし、パラ
メータ 40-45、47-52 で充放電スロットを設定できます。 以下は、ユーザーが機能を理解するための例です.

タイムスロットユーティリティの充電・携帯機能 タイムスロットバッテリー放電機能

3 つの定義可能な時間帯により、ユーザーはバッテ
リーの放電時間を 00:00 から 23:59 の範囲内で自由
に設定できます。 ユーザーが設定した期間中、イン
バーターはバッテリー インバーターを優先して負荷
を運び、バッテリー電力が不十分な場合、インバー
ターは自動的に主電源に切り替わり、負荷の安定し
た動作を保証します。

3 つの定義可能な期間により、ユーザーは、00:00 
から 23:59 の範囲内で主電源の充電/持ち運び時間
を自由に設定できます。 ユーザーが設定した期間
中、PV エネルギーが利用可能な場合は PV エネル
ギーが最初に使用され、PV エネルギーが利用でき
ない場合または不十分な場合は、ユーティリティ
エネルギーが補助として使用されます。

29

（例）時間帯電気料金タリフ
タリフ

ピーク

通常

割引

File version: V1_KU



5.6 バッテリーパラメーター

• 鉛蓄電池

電圧

均等充電電圧
バルク充電電圧

フロート充電電圧

定期的
イコライゼーション

バッテリー満充電ポイント

フロート

バルク 吸収充電

時間
現在

Stage1

吸収充電

時間
メンテナンス

定電流 定電圧

30

通知

定期的
イコライゼーション

パラメータ/電池の種類
密閉型鉛酸電

池 ゲルVRLA電池 補水式電池 USER-カスタマイ
ズ

SLd GEL FLd USE

過電圧カットオフ電圧 60V 60V 60V 60V

均等充電電圧 58V 56.8V 58V 40~60V 設定可能

バルク充電電圧 57.7V 56.8V 57.6V 40~60V 設定可能

フロート充電電圧 55.2V 55.2V 55.2V 40~60V 設定可能

不足電圧警報電圧 44V 44V 44V 40~60V 設定可能

不足電圧カットオフ電圧 42V 42V 42V 40~60V 設定可能

放電限界電圧 40V 40V 40V 40~60V 設定可能

充電過剰遅延時間 5s 5s 5s 1~30秒 設定可能

均等化充電時間 120m - 120min 0~600分 設定可能

均等化充電間隔 30d - 30d 0~250日 設定可能

バルク充電時間 120m 120m 120m 10~600分 設定可能

フロート

Stage2 Stage3
フロート
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• リチウムバッテリー

BMS が接続されていない場合、インバーターは、事前設定された充電曲線でバッテリー電圧に従
って充電します。 インバーターが BMS と通信すると、BMS の指示に従って、より複雑な段階の充
電プロセスを実行します。

33

電圧

バルク充電電圧

バッテリー満充電ポイント

現在

バルク 吸収充電

バルク 吸収充電

定電流 定電圧

パラメータ/電池の種類
三元リチウム リン酸鉄リチウムイオン電池 USER-カス

タマイズ
N13 N14 L16 L15 L14 USE

過電圧カットオフ電圧 60V 60V 60V 60V 60V 60V

均等充電電圧 - - - - - 40~60V
設定可能

バルク充電電圧 53.2V 57.6V 56.8V 53.2V 49.2V 40~60V
設定可能

フロート充電電圧 53.2V 57.6V 56.8V 53.2V 49.2V 40~60V
設定可能

不足電圧警報電圧 43.6V 46.8V 49.6V 46.4V 43.2V 40~60V
設定可能

不足電圧カットオフ電圧 38.8V 42V 48.8V 45.6V 42V 40~60V
設定可能

放電限界電圧 36.4V 39.2V 46.4V 43.6V 40.8V 40~60V
設定可能

充電過剰遅延時間 30s 30s 30s 30s 30s 1~30秒
設定可能

均等化充電時間 - - - - - 0~600分
設定可能

均等化充電間隔 - - - - - 0~250日
設定可能

バルク充電時間 120 m
設定可能

120 分
設定可能

120 m
設定可能

120 分
設定可能

120 分
設定可能

10~600分
設定可能

通知
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6. コミュニケーション
6.1 概要

DRY

1 3 4 52

6.2 USB-Bポート

USBタイプB

USB2.0プリンターケーブル

ユーザーは、ホスト ソフトウェアを使用して、このポートを介してデバイス パラメータを読み取り
、変更できます。 ホスト ソフトウェアのインストール パッケージが必要な場合は、お問い合わせく
ださい。

32

1 USBポート ２ RS485-1 ポート ３ RS485-2 ポート

4 ドライコンタクト
ポート ５

パラレル接続ポート（予約ポート、このモ
デルはパラレル接続をサポートしていませ
ん）



6.3 RS485-1 ポート
RS485-1 ポートは、Wi-Fi/GPRS データ取得モジュールに接続するために使用されます。これにより、ユー
ザーは携帯電話 APP を介してインバータの動作状態とパラメータを表示できます。

Wi-Fi/GPRS データ取得モジュールは別途購入す
る必要があります。 ユーザーはQRコードをスキ
ャンしてモバイルアプリをダウンロードできます
。

6.4 CAN/RS485-2 ポート
RS485-2 ポートは、Liion バッテリーの BMS 
に接続するために使用されます。

リチウム電池BMSと通信するためにインバータが必要な場合は、通信プロ
トコルについてお問い合わせいただくか、インバータを対応するソフトウ
ェアプログラムにアップグレードしてください。

通常の RJ45 ネットワーク ケーブルを使用する場合は、ピンの割り当て
を確認してください。通常の使用では、ピン 1 とピン 2 を切断する必要
があります.

33

RJ45 意味

Pin 1 ５V

Pin 2 GND

Pin 3 /

Pin 4 /

Pin 5 /

Pin 6 /

Pin 7 RS485-A

Pin 8 RS485-B

RJ45 意味

Pin 1 ５V

Pin 2 GND

Pin 3 /

Pin 4 CANH

Pin 5 CNAH

Pin 6 /

Pin 7 RS485-A

Pin 8 RS485-B

通知

通知
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6.5 ドライコンタクト
4つの機能を備えたドライコンタクトポート:
1. リモートスイッチのオン/オフ 2. スイッチング信号出力 3. バッテリー温度のサンプリ
ング4.発電機の遠隔始動・停止

スイッチング信号出力
リモートオン/オフ

検温（予約）
発電機のリモートオン/オフ

発電機のリモート スタート/ストップ機能をドライ接点で使用する必要がある場合は、ジェネレ
ーターに ATS があり、リモート スタート/ストップをサポートしていることを確認してください
。

34

関数 説明

リモートスイッチの
オン/オフ

ピン 1 をピン 2 に接続すると、インバータは AC 出力をオフにします。 pin1 
と pin2 を切り離すと、インバータは正常に出力します。

スイッチング信号出
力

バッテリーの電圧が低電圧限界電圧（パラメーター 15）に達すると、ピン 3 
からピン 1 の電圧は 0V になります。バッテリーの充電/放電が正常に行われ
ている場合、ピン 3 からピン 1 の電圧は 5V です。

温度サンプリング
（予約済み） ピン 1 とピン 4 は、バッテリー温度のサンプリング補償に使用できます。

発電機遠隔スタート/
ストップ

バッテリの電圧が不足電圧アラーム電圧 (パラメータ 14) またはバッテリへの
ユーティリティ スイッチの電圧ポイント (パラメータ 04) に達すると、ピン 6 
からピン 5 がノーマル オープンになり、ピン 7 からピン 5 がノーマル クロー
ズになります。 バッテリの電圧がバッテリ スイッチ ユーティリティ (パラ
メータ 05) の電圧ポイントに達したとき、またはバッテリが満タンになった
とき。 ピン 6 からピン 5 はノーマル クローズ、ピン 7 からピン 5 はノーマル
オープンです。 (ピン 5/6/7 出力 125Vac/1A、230Vac/1A、30Vdc/1A)

通知
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7. 不具合と対処法
7.1 故障コード

アラーム 障害コード

障害
コード 意味 出力に影響 処理手順

01 BatVoltLow 〇 バッテリー不足電圧アラーム

02 BatOverCurrSw 〇 バッテリー放電過電流、ソフトウェア保護

03 BatOpen 〇 バッテリー断線警報

04 BatLowEod 〇 バッテリー不足電圧停止放電アラーム

05 BatOverCurrHw 〇 バッテリー過電流ハードウェア保護

06 BatOverVolt 〇 バッテリー過電圧保護

07 BusOverVoltHw 〇 バスバーの過電圧ハードウェア保護

08 BusOverVoltSw 〇 バスバー過電圧ソフトウェア保護

09 PvVoltHigh 〇 PV 入力過電圧保護

10 PvBoostOCSw ✕ ブースト回路過電流ソフトウェア保護

11 PvBoostOCHw ✕ ブースト回路の過電流ハードウェア保護

12 SpiCommErr 〇 マスター/スレーブ チップ SPI 通信障害

13 OverloadBypass 〇 バイパス過負荷保護

14 OverloadInverter 〇 インバータ過負荷保護

15 AcOverCurrHw 〇 インバータ過電流ハードウェア保護

16 AuxDSpReqOffPWM 〇 スレーブ チップ要求スイッチ オフの失敗

17 InvShort 〇 インバータ短絡保護

19 OverTemperMppt ✕ MPPT ヒートシンク過熱保護

20 OverTemperInv 〇 インバーターヒートシンク過熱保護

21 FanFail 〇 ファンの故障

22 EEPROM 〇 リザーバー故障

35
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7.2 トラブルシューティング

36

障害
コード 意味 出力に影響 処理手順

23 ModelNumErr 〇 モデル違い

24 Busdiff 〇 バスバー電圧のアンバランス

25 BusShort 〇 母線短絡

26 Rlyshort 〇 インバータ出力のバイパスへの逆流

28 LinePhaseErr 〇 ユーティリティ入力相故障

29 BusVoltLow 〇 母線低電圧保護

30 BatCapacityLow1 〇 10% 警報の下の電池の SOC （だけ BMS をも
たらします可能にします）

31 BatCapacityLow2 ✕
5％以下のバッテリSOCアラーム（BMSのみ
有効）

32 BatCapacityLowStop 〇 バッテリー切れ（BMSのみ有効）

58 BMSComErr ✕ BMS通信障害

59 BMSErr ✕ BMS故障発生

60 BMSUnderTem ✕ BMS温度低下アラーム（BMSのみ有効）

61 BMSOverTem ✕ BMS過温アラーム（BMSのみ有効）

62 BMSOverCur ✕ BMS過電流アラーム(BMSのみ有効)

63 BMSUnderVolt ✕
BMS の不足電圧警報（BMS が効果を取るこ
とを可能にする）

64 BMSOverVolt ✕ BMS過電圧アラーム(BMSのみ有効)

障害
コード 意味 因果関係 改善策

/ 画面非表示
電源入力がないか、ス
リープ モードになって

います。

回路ブレーカーを閉じます。 ロッ
カー スイッチがオンになっているこ
とを確認します。 パネルの任意のボ
タンを押して、スリープ モードを終
了します。

01 バッテリー不足電
圧

バッテリ電圧がパラ
メータ [14] で設定され
た値よりも低くなって

います。

バッテリーを充電し、バッテリー電圧
がパラメーター項目 [14] で設定され
た値よりも高くなるまで待ちます。

03 バッテリーが接続
されていません

バッテリーが接続され
ていないか、BMS が放

電保護されています

バッテリーが確実に接続されているか
どうかを確認してください。 バッテ
リーのサーキットブレーカーが閉じて
いないかどうかを確認してください。
Li-ion バッテリーの BMS が適切に通
信できることを確認してください。
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○
!

NOTICE

上表の方法で解決できない故障が発生した場合は、お客様ご自身で機器を分解せずに、弊社販売店
までご連絡ください。
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障害
コード 意味 因果関係 改善策

04 バッテリーの過放
電

バッテリ電圧がパラメータ
[12] で設定された値よりも

低くなっています。

手動リセット: 電源をオフにして再起動し
ます。自動リセット: バッテリー電圧がパ
ラメーター項目 [35] で設定された値よりも
高くなるようにバッテリーを充電します。

06 充電時のバッテリー
過電圧

バッテリーが過電圧状態に
なっています。

手動で電源をオフにして再起動します。
バッテリー電圧が限界を超えていないか確
認してください。 それを超えた場合、電圧
がバッテリーの過電圧回復点を下回るまで、
バッテリーを放電する必要があります。

13 過負荷のバイパス
(ソフトウェア検出)

一定期間、出力電力または
出力電流の過負荷をバイパ

スします。
負荷電力を下げて、デバイスを再起動して
ください。 詳細については、保護機能の項
目 11 を参照してください。

14
インバータ過負荷
（ソフトウェア検

出）

一定期間のインバーター出
力電力または出力電流の過

負荷。

19
PV入力過熱ヒートシ
ンク（ソフトウェア

検出）

PV 入力のヒートシンク温
度が 3 秒間 90℃を超える。

ヒートシンクの温度が過熱回復温度以下に
下がったら、通常の充放電を再開します

20
反転過熱のヒートシ
ンク (ソフトウェア

検出)

反転温度のヒートシンクが
3 秒間 90℃を超える。

21 ファンの故障
ファンの障害は、ハード

ウェアによって 3 秒間検出
されます。

スイッチをオフにした後、ファンを手動で
切り替えて、異物による閉塞を確認します。

26 AC入力リレー短絡 AC入力固着用リレー
手動で電源を切って再起動します。 再起動
後に障害が再発する場合は、アフターサー
ビスに連絡して機械を修理する必要があり
ます。

28 ユーティリティ入力
位相障害

AC 入力位相と AC 出力位
相が一致しない

AC 入力の位相が AC 出力の位相と同じであ
ることを確認します。 出力が分相モードの
場合、入力も分相モードである必要があり
ます。

通知
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8. 保護と保守
8.1 保護機能

38

NO 保護機能 指図

1 PV 入力電流/電力制
限保護

構成された PV アレイの充電電流または電力が PV 入力定格値を超える
と、インバータは入力電力を制限し、定格で充電します。

2 PV 入力過電圧 PV 電圧がハードウェアで許可されている最大値を超えると、マシンは
障害を報告し、PV ブーストを停止して正弦 AC 波を出力します。

3 PV夜間逆電流保護 夜間は、バッテリー電圧が PV モジュールの電圧よりも高いため、バッ
テリーは PV モジュールを介して放電されません。

4 AC 入力過電圧保護 各相の AC 入力電圧が 140V を超えると、主電源の充電が停止し、イン
バータ モードに切り替わります。

5 AC 入力低電圧保護 各相の AC 入力電圧が 90V を下回ると、商用充電が停止され、イン
バータ モードに切り替わります。

6 バッテリー過電圧保護 バッテリ電圧が過電圧カットオフ ポイントに達すると、PV とユーティ
リティは自動的に充電を停止し、バッテリの過充電や損傷を防ぎます。

7 バッテリー低電圧保護
バッテリー電圧が不足電圧カットオフポイントに達すると、インバー
ターはバッテリーの放電を自動的に停止し、バッテリーの過放電によ
る損傷を防ぎます。

8 バッテリー過電流保護 バッテリ電流がハードウェアで許可された値を超えると、機械は出力
をオフにし、バッテリの放電を停止します。

9 AC出力短絡保護

負荷出力端子で短絡故障が発生すると、AC 出力はすぐにオフになり、
1 秒後にオンになります。3 回試行しても出力負荷端子が短絡したまま
の場合は、最初に取り外した後、インバータを手動で再起動する必要
があります。 通常の出力が回復する前に、負荷からの短絡障害が発生
します。

10 ヒートシンク過熱保護
インバーターの内部温度が高すぎると、インバーターは充放電を停止
します。 温度が正常に戻ると、インバーターは充電と放電を再開しま
す。

11 インバータ過負荷保護

過負荷保護をトリガーした後、インバーターは 3 分後に出力を再開し
ます。過負荷が 5 回連続すると、インバーターが再起動するまで出力
がオフになります。
(102%<負荷<110%) ±10%: 5分後にエラーと出力シャットダウン。
(110% < 負荷 < 125%) ±10%: 10 秒後にエラーと出力シャットダウン。
負荷 > 125% ±10%: エラーが報告され、5 秒後に出力がオフになりま
す。
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8.2 メンテナンス
最適な性能を⾧く維持するために、次の項目を年 2 回点検することをお勧めします。

1. インバータ周辺の空気の流れが妨げられていないことを確認し、ラジエータから汚れや破片を取り除きます。

2. 露出したすべての導体が、日光、周囲の他の物体との摩擦、損傷を受けていないことを確認します。乾燥腐
敗、昆虫またはげっ歯類の損傷など。必要に応じて、導体を修理または交換する必要があります。

3. 表示と表示が装置の操作と一致していることを確認します。障害または不正確な表示を確認し、必要に応じて
是正措置を講じてください。

4. すべての端子に腐食、絶縁体の損傷、高温、焼け/変色がないかチェックし、端子ネジを締めます。

5. 汚れ、虫の巣、腐食をチェックし、必要に応じて掃除してください。防虫スクリーンを定期的に掃除してくだ
さい。

6. 避雷器が故障した場合は、故障した避雷器を適時に交換して、インバータまたはユーザーの他の機器への落雷
による損傷を防ぎます。

◌ !
感電の危険を避けるために、チェックや操作を行う前に、インバータがすべての電源から切り離されて
いること、およびコンデンサが完全に放電されていることを確認してください。

当社は、以下に起因する損害について責任を負わないものとします。

1. 不適切な使用または不適切な場所での使用による損傷。

2. 開放電圧が最大許容電圧を超える太陽電池モジュール。

3. 使用温度制限範囲を超えた使用温度による破損

4. 権限のない人によるインバータの分解および修理。

5. 不可抗力による損傷: 輸送中またはインバータの取り扱い中の損傷。
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12 交流出力反転 バッテリ インバータからバイパス AC 入力への AC 逆流を防止します。

13 バイパス過電流保護 内蔵AC入力過電流保護サーキットブレーカー

14 バイパス位相不一致保
護

バイパス入力の位相とインバータ分割の位相が一致していない場合、
インバータはバイパス出力への切り替えを無効にし、バイパスに切り
替えたときに負荷の脱落や短絡を防ぎます。

危険



9. データシート
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製品モデル SPI-8K-U SPI-10K-U 設定
可能

インバーター出力

定格出力電力 8,000W 10,000W

最大ピーク電力 16,000W 20,000W

定格出力電圧 120/240Vac（分割相/単相) 〇

モーターの負荷容量 5HP 6HP

定格交流周波数 50/60Hz 〇

波形 純粋正弦波

切替え時間 10ms (標準)

並列容量 /

オーバーロード

過負荷保護を始動させた後、インバーターは3分後に出
力を再開します。過負荷が５回連続した場合は、イン
バータが再起動されるまで出力をオフになります。
(102%<負荷<110%) ± 10%:  5分後 にエラーと出力停
止
(110% < 負荷 < 125%) ± 10%:  10秒後 にエラーと出力
停止
負荷 > 125% ±10%: エラーが報告され、5 秒後に出力
停止となります。

バッテリー

バッテリータイプ リチウムイオン / 鉛蓄電池 / ユーザー定義

定格バッテリー電圧 48Vdc

電圧範囲 40-60Vdc

最大 MPPT充電電流 200A

最大主電源/発電機充電電流 100A 120A

最大ハイブリッド充電電流 180A 200A
PV入力

MPPトラッカー数 2

最大PVアレイ電力 11,000W

最大入力電流 22/22A

開回路の最大電圧 500Vdc

MPPT電圧範囲 125-425Vdc

主電源/発電機入力

入力電圧範囲 90-140Vac

周波数範囲 50/60Hz

過負荷電流のバイパス 63A
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製品モデル SPI-8K-U SPI-10K-U 設定
可能

効率

全般 620*435*130mm（2*1.4*0.4ft）

最大バッテリーインバータ効率 92%

全般的

重量 20kg 21kg

動作温度範囲 -10~55℃,>45℃ 以下
（14~131℉、>113℉ 以下

ノイズ <60dB

冷却方法 内部ファン

保証期間 2年間

通信

組み込みインターフェース RS485 / CAN / USB / Dry コンタクト 〇

外部モジュール(オプション) Wi-Fi / GPRS 〇

各種認証・証明

電力変換装置の安全性 IEC62109-1, IEC62109-2,UL1741

エミッション規格 EN61000-6-1, EN61000-6-3, FCC 15 class B

RoHS 認証済
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